
 スマート農業技術の開発及び普及の好循環の形成の推進に向けて、関係者の機運を醸成するため、
令和６年９⽉30⽇に準備会合を開催（対⾯及びオンライン）。

 有識者による講演及びパネルディスカッション等を実施し、農業者、JA、⺠間企業、⼤学・研究機関、地⽅公共団
体、農業⾼校・農業⼤学校など、1000名以上の多様な主体が参加。

 参加者からは、IPCSA（スマート農業イノベーション推進会議）に対する多くの期待の声が寄せられた。

有識者等によるパネルディスカッション
（左から三輪⽒、浅井⽒、佐藤⽒、野⼝⽒、中⾕⽒、堺⽥技術総括審議官）

参加者からの主な意⾒

○ 農業現場で頑張っている者が中⼼となる会議になってほしい。参加者が主体性を
もって、みんなで盛り上げる意識を持つことが重要。

○ スタートアップ等が開発した良い技術の供給に向けたマッチングが必要。スマート農
業のビジネスの⽴ち上がり⽅が変わることを期待。

○ ⼀部の技術だけでは現場に導⼊されにくい。農作業全体を考え、それぞれに対応す
る技術も発展させていく必要があり、関係者間で連携したい。

○ 経営の中で⽣まれた失敗事例も含めて議論できる場になることを期待。
○ 各スマート農業技術について、地域、品⽬ごとにあるべき姿を議論したい。
○ 海外からの投資を呼び込むため国内の競争⼒ある技術を情報発信していくべき。

など

浅井雄⼀郎⽒

（株）浅井農園
代表取締役

佐藤拓郎⽒

（株）アグリーン
ハート代表取締役

野⼝伸⽒

北海道⼤学⼤学院
農学研究院

研究院⻑・教授

三輪泰史⽒

（株）⽇本総合研究所
創発戦略センター

チーフスペシャリスト

中⾕誠⽒

（国研）農業・⾷品産業
技術総合研究機構

副理事⻑

堺⽥輝也

農林⽔産省 ⼤⾂官房
技術総括審議官

兼農林⽔産技術会議
事務局⻑

講演者及びパネリスト

⾼橋政務官による
開会挨拶
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